
Step1オープンハウス（平成24年2月25日～3月11日）で聴き取ったご意見

　Step１オープンハウスでは、ＰＩ実施計画（案）の概要及びパブリックコメントの実施などについてご説明し、

皆さんからご意見をいただきました。聴き取ったご意見の一部は、次のとおり要約して記載してあります。

　ご意見は、E-mailやFAXで常時受け付けていますので、ぜひお寄せください。

1）　イーラde（沼津市大手町1-1-6）1Fイベントスペース

   　 開催日時：平成24年2月25日（土曜日）～29日（水曜日）　午後2時から午後5時まで

　≪聴き取ったご意見の一部≫

　　　・静かで過ごしやすい

　　　・高架の是非は分からないが、駅周辺の開発は必要だと思う

　　　・車での南北の移動が不便

 　　　・PRが不足している、PIとは何か年配者には分かりにくい

　　　・沼津駅に防災の考えを入れても良いのでは

　　　・市営駐車場料金の低額化を期待している

　　　・区画整理の必要性が理解できない

　　　・三ツ目ガード付近の渋滞、冠水を解消してほしい

　　　・商業の衰退（仲見世商店街の元気がない、まちに活気がない）

　　　・沼津港周辺は活気があって、そちらに人が流れている

　　　・沼津には文化施設が足りない。文化があれば商業もできてくるし、まちづくりもできる

　　　・沼津は駅の南北で、別のまちに分かれてしまっている

　　　・あまねガードは、夜暗いので通らない

 　　　・お店をやろうとしても家賃が高い。地価が下がっているのに家賃が下がらないので起業しようとする若い人

　　　　が出ていってしまう

　　　・地権者でない人は関心が薄い

　　　・沼津は保守的、古い人たちが強いから若い人が住みにくい

　　　・バスがなくて不便なので駅まで自転車で来るが、自転車が通りやすい歩道ができればいいと思う

　　　・駅に来るまでの便利な道路ができればいいと思う

　　　・駅の南北通行に入場料140円を支払っている

 　　　・駅周辺の発展がひいては沼津の発展につながる。区画整理の減歩も発展のためにはやむを得ない

2）　マックスバリュエクスプレス沼津原町西店（沼津市原1085）店舗前イベントスペース

   　 開催日時：平成24年3月1日（木曜日）、2日（金曜日）　午前10時から午後4時まで

　≪聴き取ったご意見の一部≫

　　　・長い年月が経過して、感情論が前面に出てきているように思う

　　　・高齢者ではなく、もっと若い人達に関心を持ってもらいたい。資料は若い世代に渡し、回答票も記載させる

　　　・高架事業については、とにかく説明不足。市民の立場になって考えてもらいたい

　　　・市から高架事業の説明時、国からの補助金はどんどん使ってしまえ、という発言があったがいかがなものか

　　　・勉強会・車座談議に若い人（高校生・大学生など）に参加してもらいたい



　　　・静岡・浜松と比べて、沼津は遅れている。中心街がさびれてしまっている

　　　・「PI」という言葉が難しくて、わかりにくい

　　　・多少渋滞した方が、賑やかで良い

　　　・原の中道は、車のすれ違いが難しい

　　　・新貨物の騒音がどの程度か気になる

　　　・商店街が疲弊している

　　　・市の財政が心配、国の予算を将来も担保できるか心配

　　　・津波の方が心配

3）　イシバシプラザ（沼津市高島本町1-5）１Ｆセントラルコート

   　 開催日時：平成24年3月10日（土曜日）、11日（日曜日）　午前10時から午後8時まで

　≪聴き取ったご意見の一部≫

　　　・沼津は気候も人もすべて良い

　　　・単なる交通面の整備だけでは、沼津の発展は望めないのではないか

　　　・津波対策や子供の医療費無料化を希望する

　　　・観光客がただ通過するだけのまちにならないような工夫が必要だと思う

　　　・沼津市はもっと観光に力を入れるべき（原地区はパワースポットになりえる）

　　　・まちを活性化するだけでなく、新東名を活用した長期的ビジョンを沼津市が持たないといけない

　　　・あまね、三つ目ガードとも渋滞していない

　　　・沼津のまちは年々さびれている。15年後、どうなっているかわからない

　　　・仲見世商店街が衰退している

　　　・駅周辺に沼津の良いところをアピールできる場所を作ってほしい

　　　・専門家が活性化を図る為の知恵を出してリードしてほしい

　　　・ＪＲ貨物の事業計画（富士～沼津）を聞くことも必要

　　　・PIも良いが、議論できる場面にこれまで接したことがない

　　　・PIはいい手法だが、行政主導で執行する方が良いのでは

　　　・市街地の整備状況（道路等）がどうなっていくのかを知りたい

　　　・経済的背景をまず示し、その上で本事業の妥当性を問わないと意見募集の意味がない

　　　・市民は行財政の状況（国、県、市）を全く知らされてないので、賛否を問うのはおかしい

　　　・時間軸等が明確でなく、緊迫感が無い

　　　・沼津の中心街は、北側に移っている。南側の商店の自助努力が不足している

　　　・地震や津波対策など、防災の視点を入れることが重要
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